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第１章 調査の概要 
１ 調査目的 

我孫子市における男女共同参画に関する市民の意識、実態について把握し、今後の計

画策定及び男女共同参画施策全般を推進するにあたっての基礎資料とする。 

 
２ 調査対象 

平成 29 年 11 月 20 日現在で住民基本台帳からの無作為抽出による、我孫子市内在住 18

歳以上の男女各 1,500 人。 

 

３ 調査方法 

郵送により調査票・返信用封筒を配布し、郵送により回収。 

 

４ 調査実施時期 

平成 29 年 11 月 28 日～12 月 11 日（平成 30 年 1 月 17 日到着分まで結果に反映） 

 

５ 回収結果 

(1) 発送数：3,000 通 

(2) 到達数：2,990 通（発送数より郵便局及び本人以外からの返送分を除いた数） 

(3) 回収数：1,203 通 

(4) 有効回収数：1,200 通（回収数より全て白紙分を除いた数） 

→有効回収率：(4)/(2)×100＝40.1（％） 
 

６ 報告書の表記について 

(1)グラフ中の「ｎ」(net)は、その質問への回答者数を表す。 

(2)調査結果の比率はすべて百分比（％）で表しており、その質問の回答者数（ｎ）を基

数として、小数点第２位を四捨五入して算出している。このため、各選択肢の回答比率

の合計が 100％にならない場合がある。 

(3)複数回答形式の場合、各選択肢の回答比率の合計は 100％を超える。 

(4)性別・年齢別についての問いに対し「無回答」があったため、性別・年齢別の各結果

において、それぞれの「ｎ」の合計は総数の「ｎ」と一致しない。 

(5)質問及び回答の選択肢の表記は、調査票における表記そのものではなく、意味を損な

わない程度に簡略化した表現を用いた場合がある。 
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７ 有効回収の内訳 

 

【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業】                        【世帯構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性

52.7%

男性

45.3%

無回答

2.1%
総数（ｎ=1,200）

8.3

34.6

43.7

7.3

5.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

単身（ひとり暮らし）

夫婦のみ

親と子

親と子と孫（三世代同居）

その他

無回答 総数（n＝1,200）

3.3

1.6

1.0

25.3

4.7

14.3

20.5

2.6

23.8

1.9

1.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自営業主

自営家族従業者

自由業

正規雇用の社員・公務員・団体職員等

非正規雇用の社員・公務員・団体職員等

パート・アルバイト

家事専業

学生

無職

その他

無回答 総数（n＝1,200）

1.4

1.1

1.8

4.8

5.1

4.8

9.1

10.3

7.9

16.3

18.4

14.7

14.3

14.7

14.4

19.4

20.4

18.6

33.4

29.6

37.6

1.2

0.5

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】（ｎ＝1,200）

＜女性＞（n＝632）

＜男性＞（n＝543）

18歳～

19歳

20歳～

29歳

30歳～

39歳

40歳～

49歳

50～

59歳

60歳～

69歳

70歳

以上
無回答
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第２章 調査結果の分析 
１ 女性が増えるとよい職業 

 

問１０ 女性が増えるとよい職業や役職について次から３つ以内で選び番号を○で囲んでくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性が増えるとよい職業や役職については、「国会議員、地方議会議員」が 38.8％と最も

高くなっている。男女の回答で 5 ポイント以上差があったものは「医師・歯科医師」、「企業

の管理職」、「自治会長、町内会長など」であった。女性が男性を上回ったのは「医師・歯科

医師」で、その差は 10.6 ポイント。逆に、男性が女性を上回ったのは「自治会長、町内会長

など」「企業の管理職」で、その差はそれぞれ 7.5 ポイント、5.6 ポイントとなった。 

 

  

38.8

27.0

26.6

24.1

22.7

20.5

17.3

17.2

12.9

12.8

10.9

8.5

5.7

5.0

3.8

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

国会議員、地方議会議員

医師・歯科医師

企業の管理職

閣僚（国務大臣）、都道府県、市町村の首長

小中学校・高校の教頭・副校長・校長

国家公務員、地方公務員の管理職

企業の技術者・研究者

裁判官、検察官、弁護士

自治会長、町内会長など

起業家

国連などの国際機関の幹部職

上場企業の役員

新聞・放送の記者

大学教授・学長など

その他

無回答

総数（ｎ＝1,200）

→(女性：31.6、男性 21.0)

→(女性：23.9、男性 29.5)

→(女性：9.3、男性 16.8) 
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２ 各分野での男女の平等感 

 

 

 

 

 

 

 

【ア 家庭生活】 

 

 

 

 

 

【イ 職場】 

 

 

 

 

 

【ウ 学校教育の場】 

 

 

 

 

 

【エ 政治の場】 

 

 

 

 

 

【オ 法律や制度上】 

 

 

 

  

問１１ あなたは、次の分野で男女は平等になっていると思いますか。ア～ケのそれぞれ１つ

を選び番号を○で囲んでください。 

男性が優遇

されている
平等

女性が優遇

されている
わからない 無回答

38.9

46.2

31.3

33.3

23.3

45.1

4.0

2.4

6.1

17.3

20.6

13.1

6.5

7.6

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）

67.9

70.4

65.7

10.8

6.3

16.2

1.0

0.3

1.8

13.7

15.8

11.0

6.6

7.1

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）

14.3

16.1

12.5

53.3

47.3

60.4

1.9

1.3

2.8

23.5

26.7

20.1

6.9

8.5

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）

54.8

55.9

54.7

22.1

19.1

26.0

4.3

2.4

6.4

11.5

14.1

8.1

7.3

8.5

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）

40.6

48.7

30.9

38.7

30.9

48.3

5.6

3.8

7.7

10.0

10.1

9.8

5.2

6.5

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）
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【カ 社会通念、 

慣習、しきたり】 

 

 

 

 

【キ 自治会など 

の地域活動】 

 

 

 

 

 

【ク ＰＴＡ活動】 

 

 

 

 

 

【ケ 社会全体として】 

 

 

 

 

 

 

 分野ごとの男女の平等感については、「男性が優遇されている」と回答した割合は、全分野

において女性が男性を上回った。男女の開きが特に大きかった分野は「ア 家庭生活」「オ 法

律や制度上」で、それぞれ 17.8 ポイント、14.9 ポイントの差となった。 

 逆に、「平等」と回答した割合は、全分野において男性が女性を上回った。男女の開きが特

に大きかった分野は「オ 法律や制度上」「ア 家庭生活」で、それぞれ 21.8 ポイント、17.4

ポイントの差となった。 

 「男性が優遇されている」とする割合が高かった分野は「エ 政治の場」「カ 社会通念、

慣習、しきたり」で、それぞれ 67.9％、67.5％となった。いずれにおいても女性の 7割以上

が「男性が優遇されている」としている。 

 一方、「平等」が高かった分野は「ウ 学校教育の場」「キ 自治会などの地域活動」で、

それぞれ 53.3％、48.6％となった。いずれにおいても男女ともに「平等」が「男性が優遇さ

れている」を上回っている。  

61.2

65.3

56.7

17.8

10.9

26.0

3.0

0.9

5.3

12.8

16.8

8.5

5.3

6.0

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）

14.9

19.5

10.3

37.2

32.4

42.5

12.4

9.3

15.8

29.0

31.2

26.9

6.5

7.6

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）

23.9

27.1

20.3

48.6

43.0

55.8

2.9

2.4

3.1

18.0

19.8

16.4

6.6

7.8

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）

67.5

71.2

64.3

12.9

9.2

16.8

3.3

1.6

5.2

9.7

10.6

8.8

6.7

7.4

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】

（n＝1,200）

＜女性＞

（n＝632）

＜男性＞

（n＝543）
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３ 女性が職業を持つことついての意識 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性が職業を持つことに対する意識については、「子どもができても、ずっと職業を続ける

方がよい」とする回答は 35.6％で、「女性は職業を持たない方がよい」「結婚するまでは職業

を持つ方がよい」「子どもができるまでは職業を持つ方がよい」の合計 14.0％を大きく上回

った。一方、「子どもが大きくなったら再び職業を持つ方がよい」とする回答もフルタイム、

パートタイムを合わせて 37.0％あり、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」

を若干上回った。 

 男女別に見ると、「子どもができるまでは職業を持つ方がよい」とする男性が 8.8％で、女

性の 5.9％を上回るが、全体に占めるウエイトは高くない。これ以外の項目では男女間に目

立った差はないものの、「子どもができても、ずっと職業を持つ方がよい」では男性が女性を

上回り、「子どもが大きくなったら再び職業を持つ方がよい」ではフルタイム、パートタイム

のいずれでも女性が男性を上回った。 

 年齢層別に見ると、40 歳代から 60 歳代では「子どもができても、ずっと職業を続ける方

がよい」とした割合が高く、60 歳代では 4 割を超えている。一方、10 歳代では「子どもがで

きるまでは職業を持つ方がよい」が 23.5％となったが、「子どもができても、ずっと職業を

続ける方がよい」「子どもが大きくなったら再び職業（パートタイム）を持つ方がよい」と同

割合で並んだ。「女性は職業を持たない方がよい」は各年齢層を通じて数パーセントと低く、

最も高い 70 歳以上でも 2.5％にとどまった。  

問１２ 女性が働くことについて、あなたはどう思いますか。次から１つ選び番号を○で囲ん

でください。 

1.5

1.1

1.8

0.0

1.7

1.8

1.0

0.6

0.4

2.5

5.3

5.7

4.8

5.9

1.7

3.7

2.0

5.8

6.4

7.0

7.2

5.9

8.8

23.5

15.5

3.7

2.6

5.8

9.0

8.2

35.6

35.1

36.6

23.5

36.2

32.1

39.8

39.0

41.6

29.7

19.0

19.3

18.4

11.8

8.6

14.7

16.8

15.7

19.3

23.9

18.0

19.6

16.2

23.5

22.4

20.2

18.9

14.5

13.7

20.4

8.2

8.1

8.3

5.9

12.1

19.3

13.8

12.8

5.2

1.7

3.5

3.3

3.7

0.0

1.7

1.8

4.6

4.1

3.4

3.7

1.8

1.9

1.3

5.9

0.0

2.8

0.5

1.7

0.9

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】（ｎ＝1,200）

＜女性＞（n＝632）

＜男性＞（n＝543）

18～19歳（n＝17）

20～29歳（n＝58）

30～39歳（n＝109）

40～49歳（n＝196）

50～59歳（n＝172）

60～69歳（n＝233）

70歳以上（n＝401）

女
性
は
職
業
を

持
た
な
い
方
が
よ
い

結
婚
す
る
ま
で
は

職
業
を
持
つ
方
が
よ
い

子
ど
も
が

で
き
る
ま
で
は

職
業
を
持
つ
方
が
よ
い

子
ど
も
が
で
き
て
も
、

ず
っ
と
職
業
を

続
け
る
方
が
よ
い

子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
た
ら
再
び

職
業
（フ
ル
タ
イ
ム
）

を
持
つ
方
が
よ
い

子
ど
も
が
大
き
く

な
っ
た
ら
再
び

職
業
（パ
ー
ト
タ
イ
ム
）

を
持
つ
方
が
よ
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答
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４ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方についての意識 

 

問１３ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、次から 1 つ選び、

番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「夫は外で働き、妻が家庭を守るべきである」という考え方については、「反対」「どちら

かとえば反対」とする回答が合わせて 51.9％、「賛成」「どちらかといえば賛成」とする回答

が合わせて 36.1％となり、反対が賛成を大きく上回った。 

 「反対」「どちらかといえば反対」について、男女別に見ると、女性が 55.3％、男性が 49.2％

と、女性が男性を上回った。年齢層別に見ると、10 歳代で 58.8％、20 歳代で 62.0％、30 歳

代で 59.6％と 6割前後で、比較的若い世代で高くなっている。 

 一方、「賛成」「どちらかといえば賛成」について、年齢層別に見ると、最も高いのは 70 歳

以上の 44.1％だった。しかし、この年代の「反対」「どちらかといえば反対」は 45.4％であ

り、全年齢層を通じて「賛成」「どちらかといえば賛成」を「反対」「どちらかといえば反対」

が上回った。 

  

5.8

5.2

6.1

11.8

1.7

1.8

4.6

4.7

3.9

9.2

30.3

27.1

33.3

5.9

25.9

26.6

25.0

30.2

30.0

34.9

28.0

29.0

27.8

23.5

37.9

31.2

31.6

29.1

26.2

25.4

23.9

26.3

21.4

35.3

24.1

28.4

23.5

22.7

29.2

20.0

10.3

10.8

9.9

17.6

8.6

11.0

14.8

12.2

9.4

7.7

1.8

1.7

1.5

5.9

1.7

0.9

0.5

1.2

1.3

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】（ｎ＝1,200）

＜女性＞（n＝632）

＜男性＞（n＝543）

18～19歳（n＝17）

20～29歳（n＝58）

30～39歳（n＝109）

40～49歳（n＝196）

50～59歳（n＝172）

60～69歳（n＝233）

70歳以上（n＝401）

賛成
どちらかといえば

賛成

どちらかといえば

反対
反対 わからない 無回答
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５ 仕事、家庭生活、地域・個人の生活のバランスについて理想と現実 

問１４ 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」（地域活動・学習・趣味等）に

ついてお伺いします。 
 
（１）優先度について、あなたの希望に近いものを次から 1 つ選び番号を〇で囲んでください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 希望する優先度については、「『仕事』と『家庭生活』をともに優先したい」とする回答が

男女とも最も多かった。「『仕事』を優先したい」は、女性が 1.3％と少なく、男性は女性よ

り多いものの 6.4％にとどまっている。また、2割近い女性が「『仕事』と『家庭生活』と『地

域・個人の生活』をともに優先させたい」と答えた。 

 

（２） あなたの現実・現状に最も近いもの次から 1 つ選び番号を○で囲んでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実際の優先度については、約 4割の女性が「『家庭生活』を優先している」と回答した。(1)

において男女とも最も多くが「『仕事』と『家庭生活』をともに優先したい」を希望するとし

たが、これを現実・現状に最も近いと回答したのは男性が 21.5％で、女性を 6.3 ポイント上

回っている。「『仕事』と『地域・個人の生活』を優先している」「『仕事』と『家庭生活』と

『地域・個人の生活』をともに優先している」は、男女ともに 5％以下となった。 

12.7

40.5

4.0

15.2

1.6

15.3

4.6

3.0

3.2

23.8

23.9

6.6

21.5

4.6

10.3

4.2

3.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

わからない

無回答

女性（n＝632）

男性（n＝543）

1.3

23.3

3.5

28.5

2.7

17.4

18.8

2.7

1.9

6.4

18.4

4.4

35.4

3.1

11.8

15.7

3.1

1.7

0% 10% 20% 30% 40%

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

わからない

無回答

女性（n＝632）

男性（n＝543）



9 
 

６ 休暇制度の利用しやすさ 

 

 

【ア 有給休暇】                   【イ 育児休業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウ 介護休業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休暇制度については、「とりやすい」「どちらかといえばとりやすい」の合計は、「ア 有給

休暇」では男女とも 5割を超え、「イ 育児休業」では女性約 4割、男性約 3 割となった。一

方で、「利用できる制度がない」との回答は、「ア 有給休暇」「イ 育児休業」「ウ 介護休

業」のいずれにおいても男女ともに約 1 割あった。また「制度があるかどうかわからない」

と回答した女性の割合は、「イ 育児休業」で 17.0％、「ウ 介護休業」で 23.5％と比較的高

くなっている。  

問１５ （働いている方）あなたの職場は、有給休暇、育児・介護休業がとりやすいですか。

ア～ウのそれぞれ 1 つを選び番号を〇で囲んでください。 

9.7

15.2

7.3

13.1

8.7

13.8

23.5

8.7

12.3

16.2

7.1

17.2

13.3

12.0

13.6

8.4

0% 10% 20% 30% 40%

とりやすい

どちらかといえばとりやすい

どちらかといえばとりにくい

とりにくい

どちらともいえない

利用できる制度がない

制度があるかわからない

無回答
女性（n＝289）

男性（n＝309）

21.1

19.0

3.8

10.0

5.2

14.9

17.0

9.0

15.5

16.5

6.1

18.8

12.9

12.9

8.4

8.7

0% 10% 20% 30% 40%

とりやすい

どちらかといえばとりやすい

どちらかといえばとりにくい

とりにくい

どちらともいえない

利用できる制度がない

制度があるかわからない

無回答
女性（n＝289）

男性（n＝309）

24.6

28.7

8.3

12.8

4.5

11.4

3.8

5.9

25.2

31.4

9.7

13.3

5.5

9.1

0.6

5.2

0% 10% 20% 30% 40%

とりやすい

どちらかといえばとりやすい

どちらかといえばとりにくい

とりにくい

どちらともいえない

利用できる制度がない

制度があるかわからない

無回答
女性（n＝289）

男性（n＝309）
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７ 夫と妻の家事分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家事分担の現状については、「主として妻」とする回答が総じて他を大きく上回った。その

中で「主として夫」とする回答が最も多かった家事は「ゴミ出し」で、その割合は「主とし

て妻」の 30.8％と拮抗する 31.0％となった。「夫婦ほぼ同じ」では、「近所付き合い」の 24.1％

が最も高く、次いで「食料品や日用品の買い物」の 24.0％となった。 

  

問１６ 家庭での家事分担はどのようになっていますか。ア～スのそれぞれ１つを選び番号を

○で囲んでください。 

主として夫

6.3

5.9

31.0

3.3

4.8

3.7

3.1

8.0

3.3

0.3

2.3

5.3

22.0

主として妻

52.4

61.5

30.8

61.3

46.2

60.1

64.8

51.9

19.1

25.8

20.9

41.0

30.7

夫婦ほぼ同じ

16.3

6.9

12.7

9.8

24.0

11.2

6.7

14.9

9.6

5.3

8.5

24.1

22.8

その他の人

0.5

1.2

1.3

1.3

1.0

0.8

1.2

0.7

0.9

0.3

0.6

0.9

0.3

該当なし

1.3

1.1

0.9

1.2

1.1

1.0

1.3

1.3

36.2

36.6

37.4

5.1

1.3

無回答

23.3

23.4

23.3

23.2

22.9

23.3

23.0

23.2

31.0

31.8

30.3

23.6

22.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（ｎ＝1,200）

ア 部屋の掃除

イ トイレの掃除

ウ ゴミ出し

エ 洗濯

オ 食料品や日用品の買い物

カ 食料品や日用品の在庫管理

キ 食事をつくる

ク 食事のあとかたづけ

ケ 子どもの勉強の指導

コ 乳幼児の世話（育児）

サ 親や病人の世話・介護

シ 近所付き合い

ス 役所・銀行の手続き
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８ 仕事、家庭生活、地域活動を男女がともに担っていくのに大切なこと 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８ あなたは、男女とも職業生活と家庭生活を両立させていくために、どのようなことが
必要だと思いますか。次から３つ以内で選び番号を○で囲んでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問１７ 男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するためには、どのようなこと
が必要だと思いますか。次から３つ以内で選び番号を〇で囲んでください。 

45.8

35.0

34.5

32.7

31.2

24.6

19.6

13.8

12.9

2.8

4.7

47.8 

34.5 

38.0 

30.1 

27.4 

26.6 

20.9 

14.1 

12.3 

2.5 

4.7 

44.0 

35.9 

30.6 

36.3 

36.1 

22.1 

18.2 

12.7 

13.6 

3.3 

4.2 

0% 20% 40% 60%

育児・介護休業制度を利用しやすいように

代わりの人員確保等、職場環境を整備する

保育所や学童保育の整備、保育時間の延長など

保育内容を充実する

男女がともに仕事や家庭を両立できる、

周囲の理解や協力があること

育児・休業中の賃金や手当てなどの経済的支援を充実する

在宅勤務・フレックスタイム制等の勤務制度を導入する

パート・契約社員・派遣などの非正規社員の

労働条件を改善する

企業等が再雇用制度を充実する

ホームヘルパーや介護施設を充実させる

男性中心の職場を見直す

その他

無回答

総数（ｎ＝1,200）

女性（n＝632）

男性（n＝543）

51.5

42.7

37.9

35.8

34.6

17.1

9.3

8.7

3.7

4.8

51.7

44.6

37.0

37.8

34.5

17.4

10.6

7.6

4.1

5.1

51.7

40.9

40.0

34.1

35.0

16.4

7.4

10.3

3.1

3.7

0% 20% 40% 60%

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

男性が家事・育児等に参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

労働時間短縮や休暇制度、ICTを利用した多様な働き方を普及

させることで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

男性による家事・育児等について

職場における上司や周囲の理解を進めること

社会の中で、男性による家事・育児等について、

その評価を高めること

年配者やまわりの人が夫婦の役割分担等についての

当事者の考え方を尊重すること

男性が家事・育児等を行うための、仲間作りをすすめること

男性が家事・育児等に参加することに対する

女性の抵抗感をなくすこと

その他

無回答

総数（ｎ＝1,200）

女性（n＝632）

男性（n＝543）
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問１９ あなたは地域の活動に参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ 自治会長やＰＴＡ会長等、女性が地域活動のリーダーになるためには、どのようなこ

とが必要と思いますか。次から３つ以内で選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

63.3

66.6

59.3

47.1

29.3

48.6

62.8

66.9

69.1

67.6

ない

32.7

30.1

35.7

52.9

70.7

50.5

35.2

31.4

26.2

24.9

無回答

4.1

3.3

5.0

0.0

0.0

0.9

2.0

1.7

4.7

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【総数】（ｎ＝1,200）

＜女性＞（n＝632）

＜男性＞（n＝543）

18～19歳（n＝17）

20～29歳（n＝58）

30～39歳（n＝109）

40～49歳（n＝196）

50～59歳（n＝172）

60～69歳（n＝233）

70歳以上（n＝401）

48.3

44.4

41.5

28.0

27.2

6.3

5.7

46.8

44.0

43.2

26.6

24.2

6.0

6.2

49.9

45.5

40.3

29.8

30.8

6.3

4.4

0% 20% 40% 60%

女性が地域活動のリーダーになることに対する

男性の抵抗感をなくすこと

女性が地域活動のリーダーになることについて、

社会の中でその評価を高めること

女性が地域活動のリーダーになることに対する

女性自身の抵抗感をなくすこと

女性が地域活動のリーダーになることについて、

啓発や情報提供・研修を行うこと

女性が地域活動のリーダーに一定の割合でなるような

取り組みを進めること

その他

無回答

総数（ｎ＝1,200）

女性（n＝632）

男性（n＝543）
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９ 防災における男女共同参画の視点 

 

問２１ 防災や災害対策について、男女双方に配慮した対応が必要だと思うことを次から３つ

以内で選び番号を○で囲んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17～問 21（p11～13）について 

 （問 17）男性が家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するために必要なことにつ

いては、男女とも「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」とする回答が

5 割を超え、次いで「男性が家事・育児等に参加することに対する男性自身の抵抗感をなく

すこと」が 4 割を超えた。 

 （問 18）男女とも職業生活と家庭生活を両立させていくために必要なことについては、「育

児・介護休業制度を利用しやすいように代わりの人員確保等、職場環境を整備する」が女性

47.8％、男性 44.0％で、男女とも最も高くなった。2 番目に高かったのは、女性では「男女

がともに仕事や家庭を両立できる、周囲の理解や協力があること」で、38.0％。男性では「育

児・休業中の賃金や手当などの経済的支援を充実する」で、36.3％だった。 

 （問 19）地域活動への参加については、全体で 6割以上が「ある」と答えている。年齢層

別で見ると、最も高いのは 60 歳代で 69.1％、次いで 70 歳以上の 67.6％である。逆に、20

歳代では「ない」の回答が 7割を超えた。 

 （問 20）女性が地域活動のリーダーになるために必要なことについては、「男性の抵抗感

をなくすこと」「社会の中でその評価を高めること」「女性自身の抵抗感をなくすこと」の 3

つが男女ともに 4割を超えた。 

 （問 21）防災や災害対策において男女双方に配慮した対応が必要だと思うことについては、

「避難所運営の責任者に男女が共に配置され、その運営体制や被災者対応に男女両方の視点

が入ること」「避難所の設備（トイレ、更衣室、洗濯物干し場等）や備蓄品」の 2 つが男女と

もに 5 割を超えた。「防災計画に男女両方の視点が入ること」では男性が 54.9％となり、こ

の項目のみ男性が女性を上回った。  

59.7

56.2

47.7

39.6

29.3

21.1

1.7

4.3

62.2

57.3

41.9

40.8

34.0

22.8

1.7

4.0

57.1

54.9

54.9

38.7

24.5

18.2

1.7

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

避難所運営の責任者に男女が共に配置され、その運営体制や

被災者対応に男女両方の視点が入ること

避難所の設備（トイレ、更衣室、洗濯物干し場等）や備蓄品

防災計画に男女両方の視点が入ること

災害時における乳幼児、妊産婦へのサポートや救急医療体制

避難所における女性用品等、物資配布時の配慮

被災者に対する相談体制

その他

無回答

総数（ｎ＝1,200）

女性（n＝632）

男性（n＝543）
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10 ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）についての認識 

 

問２２ 配偶者や恋人からの暴力をＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）と言います。あなた

は次のような行為をＤＶだと思いますか。ア～タのそれぞれ１つを選び番号を〇で囲ん

でください。 

 

【総数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＤＶだと思う

92.5

84.1

79.9

78.8

60.7

70.7

59.7

64.8

80.1

80.9

68.7

48.6

60.4

63.6

36.6

38.6

ＤＶだと思わない

0.3

3.3

4.6

4.1

9.5

4.6

15.7

13.2

6.8

4.8

11.7

23.0

17.3

13.8

33.0

28.0

わからない

1.2

5.1

7.2

9.7

22.0

17.0

16.8

14.1

5.9

7.1

12.2

20.7

15.0

15.3

23.0

25.6

無回答

6.0

7.6

8.3

7.4

7.8

7.8

7.8

8.0

7.3

7.2

7.5

7.8

7.3

7.3

7.4

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数（ｎ＝1,200）

ア なぐったり、けったりする

イ 平手で打つ

ウ なぐるふりをしておどす、物を投げる

エ 性的な行為を強要する

オ 避妊に協力しない

カ 妊娠中絶を強要する

キ 何を言っても長期間無視し続ける

ク 私物を壊す、勝手に捨てる

ケ 大声でどなる、ののしる

コ 「死ね」「キモイ」などと言う

サ 「誰のおかげで生活できるんだ」

「もっと稼いできなさいよ」と言う

シ 電話やメールを細かくチェックする

ス 親戚・友人との付き合いや、外出することを、

禁止したり制限したりする

セ 必要な生活費を渡さない

ソ お金の使い道を細かくチェックする

タ 外で働くことを制限する



15 
 

【女性】                          【男性】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どのような行為がＤＶだと思うかについては、総数では全 16 項目において「ＤＶだと思う」

が「ＤＶだと思わない」を上回った。しかし、「ソ お金の使い道を細かくチェックする」で

は男性の「ＤＶだと思わない」が「ＤＶだと思う」を若干ながら上回っている。 

 男女ともに「ＤＶだと思う」が 8 割を超えたのは「ア なぐったり、けったりする」「イ 平

手で打つ」「コ 『死ね』『キモイ』などという」であった。一方、「ＤＶだと思わない」は、

男女とも割合の高い順に「ソ お金の使い道を細かくチェックする」「タ 外で働くことを制

限する」「シ 電話やメールを細かくチェックする」となっている。 

 また、「イ 平手で打つ」「ウ なぐるふりをしておどす、物を投げる」「エ 性的な行為を

強要する」「ク 私物を壊す、勝手に捨てる」「コ 『死ね』『キモイ』などと言う」「シ 電

話やメールを細かくチェックする」の 6項目においては、僅かであるものの「ＤＶだと思う」

とした女性の割合が男性よりも低くなった。  

ＤＶだと思う

92.9

84.2

79.7

79.1

62.7

72.5

60.9

64.6

81.8

80.5

70.3

48.6

61.4

65.8

37.7

39.7

ＤＶだと思わない

0.2

3.2

4.3

2.7

8.7

3.3

15.0

12.0

6.2

4.7

9.7

21.2

15.0

10.9

29.4

24.4

わからない

1.3

5.4

8.1

10.9

20.9

16.8

16.3

15.3

5.2

7.9

12.5

22.3

16.5

16.1

25.5

27.8

無回答

5.7

7.3

7.9

7.3

7.8

7.4

7.8

8.1

6.8

6.8

7.6

7.9

7.1

7.1

7.4

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（ｎ＝632）

ア なぐったり、けったりする

イ 平手で打つ

ウ なぐるふりをしておどす、物を投げる

エ 性的な行為を強要する

オ 避妊に協力しない

カ 妊娠中絶を強要する

キ 何を言っても長期間無視し続ける

ク 私物を壊す、勝手に捨てる

ケ 大声でどなる、ののしる

コ 「死ね」「キモイ」などと言う

サ 「誰のおかげで生活できるんだ」

「もっと稼いできなさいよ」と言う

シ 電話やメールを細かくチェックする

ス 親戚・友人との付き合いや、外出することを、

禁止したり制限したりする

セ 必要な生活費を渡さない

ソ お金の使い道を細かくチェックする

タ 外で働くことを制限する

ＤＶだと思う

92.6

84.9

81.4

79.4

59.9

70.0

59.1

65.7

79.4

82.5

67.8

49.0

60.0

61.7

35.4

37.8

ＤＶだと思わない

0.6

3.5

5.0

5.7

10.3

5.7

16.2

14.5

7.0

4.6

13.8

25.2

20.1

17.1

37.9

32.6

わからない

1.1

4.8

5.9

8.5

23.0

17.3

17.5

12.5

6.6

6.3

12.2

19.2

13.4

14.7

20.3

23.2

無回答

5.7

6.8

7.7

6.4

6.8

7.0

7.2

7.2

7.0

6.6

6.3

6.6

6.4

6.4

6.4

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（ｎ＝543）
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11 ＤＶ等の対策で必要なこと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23～問 25（p16～18）について 

 （問 23）パートナーからの暴力防止や被害者支援等のために必要なことについては、「被

害者の安全確保対策を充実させる」が最も多く、5割を超えた。 

 （問 24）男女共同参画に関する用語の周知度については、「内容まで知っている」と「聞

いたことはある」の合計が 8割を超えたのは高い順に「セクシュアル・ハラスメント」「男女

雇用機会均等法」「育児・介護休業法」である。一方、「デートＤＶ」「ＬＧＢＴ」「ポジティ

ブアクション」については 5割以上が「知らない」と答えている。平成 27 年 8 月に成立した

「女性活躍推進法」については「内容まで知っている」と「聞いたことはある」の合計が 47.1％

と、5割以下にとどまった。 

 （問 24 の続き）市の取り組みについては、最も周知度が高かったのは「我孫子市男女共同

参画条例」であるが、「内容まで知っている」と「聞いたことはある」の合計は 29.8％にと

どまり、全ての項目において 3 割を下回った。 

 （問 25）我孫子市の男女共同参画を推進するために、今後どのようなことに力を入れてい

くべきだと思うかについては、「男女が共に仕事と家庭生活・地域活動を両立できるような支

援策の充実」が 58.8％で最も高い。次いで「男女共同参画に関する広報など啓発の推進」が

48.2％となった。 

  

問２３ あなたは、パートナーからの暴力防止や被害者支援等のために、今後どのようなこと

が必要だと思いますか。次から３つ以内で選びあてはまる番号を○で囲んでください。

50.3

42.9

40.2

39.8

26.7

26.4

14.1

8.5

2.0

5.8

0% 20% 40% 60%

被害者の安全確保対策を充実させる

法律による規制強化や見直しを行う

被害者のための相談機能を充実させる

学校において、男女平等や性についての教育を充実する

被害者の自立支援対策を充実させる

暴力防止の啓発活動を積極的に行う

加害者更正のための支援対策を充実させる

地域において、男女平等や性についての教育を充実する

その他

無回答

総数

（ｎ＝1,200）
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12 男女共同参画に関する用語の周知度 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問２４ あなたは、次のことばを見たり聞いたりしたことがありますか。それぞれ１つを選び

番号を○で囲んでください。 

61.1

46.3

32.0

17.8

17.8

16.2

23.7

22.4

7.5

7.3

15.1

23.2

3.8

27.8

42.1

49.6

59.3

58.8

51.3

29.9

29.7

41.4

39.8

25.3

17.0

22.8

（88.9）

（88.4）

（81.6）

（77.1）

（76.6）

（67.5）

（53.6）

（52.1）

（48.9）

（47.1）

（40.4）

（40.2）

（26.6）

0%25%50%75%100%

セクシュアル・ハラスメント

男女雇用機会均等法

育児・介護休業法

子ども・子育て支援法

ＤＶ防止法

男女共同参画社会基本法

ワーク・ライフ・バランス

ジェンダー

女子差別撤廃条約

女性活躍推進法

デートＤＶ

ＬＧＢＴ

ポジティブアクション

内容まで知っている 聞いたことはある 総数（ｎ＝1,200）

※（ ）内は「内容まで知っている」と

「聞いたことはある」を合わせた数値

3.9

4.6

11.2

15.5

15.5

24.8

38.8

40.2

41.1

45.5

51.6

51.8

65.4

0% 25% 50% 75% 100%

知らない
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13 市の取り組みについての周知度 
（問２４の続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 市が取り組んでいくべきこと 

 

問２５ 我孫子市の男女共同参画を推進するために、今後どのようなことに力を入れていくべき

だと思いますか。次から 3 つ以内で選び番号を○で囲んでください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9

2.8

1.8

5.7

1.8

1.8

2.1

26.9

23.7

24.4

16.7

14.6

14.3

13.6

（29.8）

（26.5）

（26.2）

（22.4）

（16.4）

（16.1）

（15.7）

0%25%50%75%100%

我孫子市男女共同参画条例

我孫子市男女共同参画宣言都市

我孫子市男女共同参画プラン

我孫子市男女共同参画情報紙

「かがやく」

我孫子市男女共同参画講演会

我孫子市男女共同参画月間

市民図書館内の

男女共同参画コーナー

内容まで知っている 聞いたことはある 総数（ｎ＝1,200）

※（ ）内は「内容まで知っている」と

「聞いたことはある」を合わせた数値

62.8

65.8

66.3

70.0

75.9

76.1

76.8

0% 25% 50% 75% 100%

知らない

58.8

48.2

39.5

29.4

24.3

14.6

2.8

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

男女が共に仕事と家庭生活・地域活動を両立できるような

支援策の充実

男女共同参画に関する広報など啓発の推進

企業などが男女共同参画推進に積極的に取り組めるよう、

情報提供等の働きかけ

政策における意思決定や方針決定の場への女性参画の促進

男女共同参画に関する学習機会の充実

女性（男性）に対する暴力をなくすための施策の充実

その他

無回答

総数

（ｎ＝1,200）



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

我孫子市男女共同参画に関する調査 

報告書 

平成３０年３月 

 
我孫子市総務部秘書広報課男女共同参画室 

 

〒270-1192 千葉県我孫子市我孫子１８５８番地 

電話 ０４－７１８５－１７５２ 
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